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           ＮＰＯ法人しろい環境塾 

事務所  白井市平塚９６０ 

℡＆fax 047-404-3298 

                      （毎週月、水、土の１０～１５時）     

E メール shiroikankyojuku@kce.biglobe.ne.jp 

 ＵＲＬ：//kankyojuku.sunnyday.jp/ 

 

２０１２年４月の事業 
 

第３６回白井環境講座「（仮称）田園自然再生とグリーンツーリズム」 

  

絶滅危惧種の５０％が里山に生息していると言われています（環境省）。それらの生き物

を守り、復活させるために私たちは、白井市平塚（小字）山王谷津の耕作放棄地７０アー

ルの耕作放棄地を順次生産農地に復元し、冬水田んぼ、有機無農薬稲作、田んぼの学校、

生き物調査等「田園自然再生」、「里山の生きもの復活」を目指して活動しています。 

これらの活動を成功させるために、農山漁村の持続可能な地域開発プログラムの構築、

地域機資源活用のあり方、グリーンツーリズムについて発言を続けておられる井上和衛明

大名誉教授に講演をしていただきます。 

 

日 時  ２０１２年４月２２日（日）１４時３０分 ～ １６時１５分 

場 所  白井市保健福祉センター・団体活動室 

交 通  北総鉄道白井駅下車１０分（白井市役所手前） 

内 容  講演 「（仮称）田園自然再生とグリーンツーリズム」 

 講師  井 上 和 衛 氏  （明治大学名誉教授） 

対 象  一般市民 

定 数  １００名 

参加費  ３００円（資料代等） 

助 成  財団法人イオン環境財団 

白井市市民団体活動支援補助事業 

申込先（当日参加可） 047-404-3298（月、水、土の 10～15 時）  
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参加者募集 
 

農業支援活動への参加者募集・説明会開催  

 

募集の趣旨 ０５年度に立ち上げた農業支援活動は、農業者の高齢化と後継者丌足で年々

増加、荒廃し、雑草が覆いごみが捨てられる状況の耕作放棄地を、生産農地と

して復活させ、次世代に残したいとの思いから始めました。先ず、枯れ草を刈

り取った後、トラクターでのすき返しを繰り返し、燕麦や牧草（ソルゴ）など

を植え付け地力の回復を待ちます。 

      現在、２４フィールド合計３．６ヘクタールの農地を農業者に代わって管理

しています。管理地の一部で、地元農業者の協力をえて農業技術を習得しなが

ら様々な作物の生産にも挑戦しています。また、３年前から広い農地に花を咲

かせて市民に楽しんでもらっています。広い農地の管理であり、家庭菜園のよ

うな使い方を想定していません。 

      この活動は、地元の人たちとの協働で成り立っています。地元の人々との交

流や汗を流してきれいな環境になっていく達成感、同じ価値観を持つ仲間との

楽しい交流といったそれぞれの思いで多くの会員が楽しみながら参加していま

す。日々の活動参加は、全くの任意です。 

      ０８年３月、これらの活動の中から１人の就農者が誕生しました。その就農

者の立ち上げも支援しております。 

      この活動の趣旨や内容を説明する参加希望者説明会、現地案内を、下記のと

おり開催いたします。お気軽にご参加ください。 

募集期間 ４月２日（月）～４月２５日（水） 

募集数  ２０名程度 

参加希望者説明会  ４月２８日（土）   

       １０時～１１時  説明会（旧平塚分校） 

       １１時～１２時  現地案内 

補 助  白井市市民団体活動支援補助事業 

関連イベント 

①� ４月２２日（日）１４時３０分～１６時４０分  

第３６回白井環境講座「（仮称）田園自然再生とグリーンツーリズム」 

（白井市保健福祉センター） 

② ５月２７日（日）、５月２８日（月） トラクター運転技術講習会 

        ④ ６月上旬  刈払い機技術・安全講習会（運動公園の森） 

参加申込・問合 047-404-3298（月、水、土の 10～15 時） 
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「生きものいっぱい田んぼの学校２０１１」開校・参加者募集  

 

募集の趣旨 生物多様性の保全が世界的な課題になっています。多種多様な生きものが生

息できて初めて、人間も生きながらえるからです。 

里山、とりわけ谷津田には、４０～５０年前まではあふれるほど生きものが

いました。しかし、今では絶滅危惧種の５０％が里山に生息している（環境省）

といわれるほど、生きものの生息環境は厳しくなっています。 

里山の生きものを守り、復活させるために私たちは、白井市平塚（小字）山

王谷津の耕作放棄地を順次生産農地に復元し、冬水田んぼ、有機無農薬米づく

り、田んぼの学校、生き物調査等「田園自然再生」、「里山の生きもの復活」を

目指して活動しています。里山に多くの生きものを復活させたい、安全安心な

田んぼの恵みを多くの人に味わってもらいたいとの願いからです。 

      これらの活動に、次代を担う子どもたちにも参加・体験してもらい、里山環

境、多種多様な生きものの役割について考えてもらいます。それらの考えから、

引き続き、「生きものいっぱい田んぼの学校２０１２」を開校いたします。 

      多くの子どもたちやその保護者の参加登録をお願いします。 

名  称  「生きものいっぱい田んぼの学校２０１２」の参加者募集 

募集期間  ４月２日（月）～４月１４日（土） 

募 集 数  ４０名（小３以下は保護者同伴） 

内  容  第１回  ５月１２日（土） 田植え、生きもの調査、竹の子汁ほか 

      第２回  ６月 ９日（土） 田の草取り、サツマイモ植え、カエルの調査 

      第３回  ８月 ４日（土） かかし作り、流しそうめん、稲の花見ほか 

      第４回  ９月 ８日（土） 稲刈り、バッタ遊びほか 

      第５回  ９月２９日（土） だっこく、新米を味わう、いも煮ほか 

       注：① 各回土曜日１０時～１５時開催（雨天時・翌日曜日） 

         ② 天気の関係上、日程が変更される可能性があります。 

③ 講師は、県立中央博物館、北総生きもの研究会のメンバー等を予 

定しています。 

集  合  平塚の里ベースキャンプ（白井市平塚、延命寺北側２００ｍ） 

交  通  循環バス「旧平塚分校入口」下車すぐ 

参 加 費  １回５００円/人  

参加申込・問合 047-404-3298（月、水、土の 10～15 時） 

 

                              以  上 


